午後から 少し 風が 出て 来た。 床の間の 掛軸が コッン 

コッン と 鳴る。 襟首が 急に 寒い。 雨戸 を 閉めに 立つ と、 

池の 面が やや 鳥肌 立って、 冬の 雨であった。 火鉢に 火 

を いれさせて、 左の 手 を その上に かざし、 右の 方 は 

ふところで そ み 

懐手の まま、 すこし 反り身に なって ゐ ると、 

のんき 

「火鉢に あたる やうな 暢気な 対局 やお ま へん。」 とい 

ことば 

ふ詞を ふと 私 は 想 ひ 出し、 に はかに 坂 田三吉 のこと 

がな つかしく なって 来た。 

昭和 十 二 年の 二月から 三月に 掛けて、 読売 新聞社 の 

主催で、 坂 田 対 木 村. 花 田の 二つの 対局が 行 はれた。 

木 村 . 花 田 は 名実と もに 当代の 花形 棋士、 当時 どちら 



が 万事、 坂 田の 対局に は大 なり 小な りこの やうな 大向 

ふ を t5 らせる 奇手が 現 はれた。 その 彼が 急 に 永い 沈黙 

を 守って しまったの である。 功 成り 遂げて からと いふ 

なら まだし も、 坂 田 将棋の 真価 を 発揮す るの はこれ か 

らと いふ 時であった。 大衆 はさび しがった。 

けれど、 坂 田の 沈黙に よって、 棋界が さびれた 訳で 

はない。 木 村. 金子た ち 新進が 擡頭し、 花 田が 寄せの 

花 田の 名に ふさ はしい あっと 息 を 呑む やうな 見事な 終 

ぢ やうせ き 

盤 を 見せ だした。 定跡の 研究が 進み、 花 田. 金子た ち 

は 近代 将棋と いふ 新しい 将棋の 型 を ほぼ 完成した。 さ 

うして、 棋界が 漸く 賑は つたと ころへ、 関 根 名人が 名 



に は 常識 も 理論 もない 人、 —— とい ふだけ でも 相当 難 

物 だが、 しかも その 将棋た る や、 第一 手に 角 頭の 歩 を 

つくと いふ 常識 外れの、 理論 を 無視した ところが 身上 

の 人で ある。 あれ や これ やで、 十六 年間 あらゆる 新聞 

社が 彼 を 引き ださう として 失敗した の も、 無理 はな か 

つた。 それ を、 読売 新聞社が 十 個 年間、 春秋 二回 づっ 

根気よ く 攻め 続けて、 到頭 口説き 落した ので ある。 

十六 年 振りの 対局と いふ だけで も、 はや 催し物と し 

ての 価値 は 十分で ある。 おまけに 相手 は 当代の 花形 棋 

士、 木 村. 花 田両八 段で ある。 この 二人 は 現に 続行 中 

の 名人 位 獲得 戦で 第一、 二位の 成績 を を さめ、 名人 位 



は 十中八九 この 二人の 間で 争 はれる だら うとい ふ 情勢 

であった。 もし、 この 二人が 坂 田に 敗れる とすれば、 

折角 争 ひ 獲 つた 名人 位 も 有名無実な ものと な つてし ま 

ふだら う。 つまり は、 坂 田 対両八 段の 対局 は 名人 位の 

鼎の 軽重 を 問 ふ ものであった。 花 田. 木 村と して は 

負ける に 負けられぬ ところであった。 一方、 坂 田に し 

て も、 十六 年間の 沈黙 を 破って、 いは ゆる 坂 田 将棋の 

真価 を はじめて 世に 問 ふ 対局で ある。 東京 方への 意地 

も あらう。 一 生 一 代の 棋 戦と 言っても、 あながちに 主 

催 新聞社の 宣伝ば かりではなかった。 

「十六 年間、 一切の 対局から 遠ざかって ましたけ ど、 



その 間 一日と して 研究 を せん 日 はお まへ なんだ。 ま、 

坂 田の 将棋 を 見と くな はれ。」 と 戦前 豪語した 手前で 

も 負けられぬ 将棋で ある。 六十 八 歳の 老人と は 思へ ぬ 

この 強い 詞は、 無論 勝つ 自信 を ほのめかした 詞 であら 

う。 が、 ひとつに は それ は、 木 村. 花 田 を 選手と する 

近代 将棋に 対して、 坂 田が いかに 奇想天外の 将棋 を 見 

せる か、 見と くな はれと いふ 意味 も 含んで ゐた。 大衆 

はこの 詞に 唸った。 

ともかく、 昭和の 大棋 戦であった。 持 時間から して 

各自 三十 時間 づっ、 七日 間で 指し 終る とい ふ 物々 しさ 

である。 名人 位 獲得 戦で さへ も、 持 時間 は 十三 時間 づ 



ふ 令嬢が 附 きつ 切りで、 坂 田の 世話 をす る ことにな つ 

たので あるが、 ひとつに は 坂 田が この ひと を 連れて来 

たの は、 嫁ぎ もせず 自分の 面倒 を 見て 来て くれた 娘に、 

自分の 将棋 を 見せる ためで もあった。 

「お前 もお 父つ あんが 苦しんで る のん を、 傍から 見て 

る のん は 辛うて どんならん やろ けど、 一一 一一 n や 言う もんの、 

も ろ 

わい にも わい の考 へがあって、 来て 貰たん ゃぜ。 わい 

は お 前ら の 父親 や 言 ふ もんの、 何 ひとつ 残して やる 財 

産い ふもんがない。 せめて、 お 父つ あんが どれ だけ 苦 

労して 一生懸命に 将棋指して るか、 そこ をよう 見と い 

て や。 これが わい のた つた 一 つの 遺産 やさ かい …… 」 



「死に場所 探しに 行て 来 ましてん。 …… 」 

高利 貸に は 責めた てられる し、 食 ふ 物 はなし、 亭主 

は 相 変らず 将棋 を 指しに 出歩いて、 銭 を こしら へよう 

と はしない し、 いっそ 死んだ 方が まし やと 思 ひ、 家 を 

出て うろうろ 死に場所 を 探して ゐ ると、 背中に おぶつ 

てゐた 男の子が、 お 父つ ちゃん、 お 父つ ちゃんと 父親 

を 慕うて 泣いた ので、 死に 切れずに 戻って 来たと 言 ふ。 

「 」 涙が こぼれて、 ああ、 有難い こっち や、 

血な りやこ そ， J ん なむ) J い 父親で も、 お 父つ ちゃんと 

呼んで 想 ひ 出して くれたの かと、 また 涙が こぼれて、 

よ つぼ ど 将棋 を やめようと 思った が、 けれど 坂 田 は 出 



ふくら ゐ 耄碌して ゐた のか。 

あるひ はまた、 火鉢に も あたる まいと いふの は、 か 

へって 勝負に こだ はり 過ぎて ゐ るので はない かと、 思 

ひ 直した のか も 知れない。 かねがね 坂 田 はよ く 「栓ぬ 

き 瓢簞」 の やうな 気持で 指さん とあかん と 言って ゐる _ 

ある 時、 上京す るた めに 大阪 駅の プラット ホ ー ムま 

で 来る と、 雑閙 のなかに 一 人の 妙な 男が 立って ゐた。 

乗り降りの 客が 忙しく 動いて ゐる 中に、 ひとり 懐手 を 

して ぼかんと 突っ立って ゐ るの だ。 汽笛が 鳴り、 汽車 

が 動きだしても、 素知らぬ顔で、 気抜けした やうにば 

くんと 口 を あけて、 栓 ぬき 瓢簞み たいな 恰好で 空 を 見 



始 された。 

木 村 は 十八 分考 へて、 七 六 歩と 角 道 を あけた。 まづ 

定跡 ど ほりの 何の 奇 もない 無難な 手で ある。 一 一六 歩と 

飛車 先の 歩 を 突き出す か、 七 六 歩の- J の 手 かどちら か 

である。 それ を 十八 分も考 へたの は、 気持 を 落ちつけ 

るた めで あらう。 

駒から 手 を 離す と、 木 村 は ぢろリ と 上眼づ かひに 相 

手の 顔 を 見た。 底 光る 不気味な 眼つ きで ある。 その 若 

さに 似ず はやこ ちら を 呑み こんで 掛 つて 来た かの やう 

な、 自信 たっぷりの その 眼つ きを、 ぴしゃりと 感ずる 

と 坂 田 は 急に むずむずして 来た。 七 六 歩 を 受けて 三 四 



の 食事の 時間に、 ふと 彼 は 眩いた とい ふ。 はや 苦戦 を 

自覚して ゐ たので あらう。 九 四 歩の やうな 奇手 を もつ 

て 戦 ふの は、 なるほど 棋士の 本懐に はちが ひないだら 

うが、 それだけに 滝に 打 たれる 苦痛 も 味 ははねば なら 

なかった の だ。 けれど、 それ も 自業自得だった、 と 言 

つて は 一一 一一 n ひ 過ぎ だら うか。 変った 手 を 指して あっと 言 

はせ て やらう とい ふ 心に 押し出されて、 自ら 滝壺の 中 

へ 飛び込んで しまったので はなから うか。 

変った 将棋 は 坂 田に とって はもう 殆ど 宿命的な もの 

だった。 将棋に 熱中した 余り、 学校で 習った 字 は 全部 

忘れて、 一 生 無学 文盲で 通して 来た。 駒の 字が 読める 



なんとい つても 六十 八 歳で ある。 さう まで 人気 を 顧慮 

しなくて もと 思 はれる。 なに か老 化粧の 痛まし さが 見 

える ので ある。 

大衆 は 勿論 喝ー？ ^した。 が、 いよいよ 負けた と 判る と、 

なんだいと いふ 顔 をした。 

「あんな 莫迦な 手 を 指す 奴が あるか。」 と 薄情な 唇で 

囁いた。 専門の 棋士の 中に もさう いふ こと をい ふ 者が 

あった。 

対局の 終った の は、 七日 目の 紀元節であった。 前日 

からの 南 禅寺の 杉 木立に 雨の 煙って ゐる 朝の 九 時 五分 

に はじめて、 午に 一 旦 休憩し、 無口な 昼食の あと 午後 



雨 は 急に はげしく なって 来た。 坂 田 は 何やら ブッブ 

ッ 眩きながら、 その 雨の 音 を 聴いて ゐた。 

(昭和 十八 年 八月) 



底本： 「現代 日本 文學 大系 冗」 筑摩 書房 

1970 (昭和 化) 年 6 月お 日 初版 第 ー 刷 

入力 .. j.utiyama 

校正 ： 野 ロ英司 

1998 年 8 月 5 日 公開 

2 00 5年9月g^日彦正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozorpgr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 

す。 



